
令和５年７月２３日 南日本新聞「若い目」掲載）

（令和５年７月１８日南日本新聞「ひろば」掲載）

 
十島村教育委員会だより 令和５年９月号

十島村教育委員会
〒892-0822鹿児島市泉町13番13号
TEL 099-227-9771

南北１６０㎞
「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

【感動が人を成長させる！
今という時間を大切に！】

十島村教育長 木 戸 浩

様々に例えられる“秋”です。「食欲の秋」
「読書の秋」「スポーツの秋」「芸術の秋」まだ
まだたくさんの“秋”があります。特に大勢の人
に感動を与えるスポーツは今が“旬”のような
気がします。ワールドベースボールから始まった
大谷翔平選手の活躍は現在進行形です。ワー
ルドカップの大会で，自力でパリオリンピックの
出場権を自力で獲得した男子のバスケットボー
ルチーム，そして，同じくワールドカップのラグビ
ーで活躍している選手たち！どの試合を見てい
ても興奮し，みんなが一つになって声援をおく
り，選手たちはその声援に後押しされるように
活躍し結果を残してくれました。鳥肌が立つほ
ど感動し，興奮したのは私だけではなかったは
ずです。もちろん，スポーツばかりでなく，音楽
のコンサートや素晴らしい絵画など，人によって
感動を受けるものも人それぞれだと思います。
各島でも学校を中心として大勢の島民の方

々が参加される運動会や体育大会が実施され
ることと思います。運動会は競争ですが，楽しく
なければなりません。子どもたちは，この日のた
めに応援団長を決めたり，様々な練習を重ねた
りしてきました。いわば「晴れ舞台」です。人数
が少ない分出番も多く，一人一人が主役の運
動会です。１等賞を取った子だけでなく最後ま
で走りきった子や，応援団長としてみんなをまと
め上げた子もその日の主役です。やりきった感，
いわゆる達成感が，その子を成長に導いてくれ
ます。多くの島民の方々の声援や拍手が自信と
なり，自己肯定感となって次へと繫がっていきま
す。だからこそ“今”を，この瞬間を精一杯頑張
って，そして楽しんでほしいと願っています。
最後に「スラムダンク」で有名な湘北高校の

バスケット部監督の安西先生の名言を紹介した
いと思います。『最後まで・・・希望をすてちゃい
かん。あきらめたらそこで試合終了だよ。』結果
はどうであれ，その瞬間に全力を尽くし，最後ま
であきらめない気持ちが自分自身の頑張りを
認めてくれる財産になってくれることと思いま
す。
島民の皆様も，様々な“秋”を楽しみつつ，子

どもたちの成長に拍手を送っていただけるとあ
りがたいです。
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〇１０月の人権に関する取組 高齢者雇用支援月間 「犯罪被害者支援の日」１０月３日

とうとう私は中学三年生になりました。これまで私はあ
まり進路について考えず，勉強にも集中していませんでし
た。
そんな中，夏休みに建築科がある高校の体験入学に

参加しました。なぜなら私の将来の夢が大工だからです。
当日は，参加人数の多さに驚きました。「合格したらこれ
までと違い，たくさんの人に囲まれて過ごすのか」と想像
したら楽しみになりました。体験の内容は，鋸などの道具
を使って木を切り，正確に木材をはめ込んだり，パソコン
を使って設計図を書いたりしました。様々な方法でものづ
くりが学べることを知って，とてもワクワクしました。体験
入学を通して，「高校に進学したい」という思いが強くな
りました。
それにも関わらず，正直夏休みはたくさん遊んでしまい

ました。海に入ったり，花火を見たり，祖母にモビリティバ
イクが楽しめる施設に連れて行ってもらったり…。「楽し
い」という感情の裏に，常に「不安」な気持ちもまとわり
ついていました。
私は絶対に高校に合格しなければなりません。それは

新たに弟が誕生したからです。たくさんいる弟たちのため
に，早く自立して，お小遣いをあげるなど，少しでも家族
のためになることをしたいと思います。
これからは，勉強はもちろん，最後の学校行事も全力

で取り組み，長男として格好いい姿を残したいです。

【小宝島小・中学校からのメッセージ】
教諭 奥 順昭

【新聞に投稿】※学年は投稿時
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十 島 村 で 学 ぶ

【 学び，笑顔，希望にあふれた最後の 】
中之島中３年 小原澤 稔理
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夏の子ども会・青少年育成の行事から

口之島 夕涼み会
夏の思い出として，縁日の楽

しさを体験させるために，島全
体が一体となって夏祭りを行
いました。

中之島 「釣り大会」＆海岸清掃
自然を守るために何ができる

かを，清掃ボランティアによっ
て体感し，故郷の海の幸を釣る
体験活動を通して，自然のあり
がたさを知りました。

諏訪之瀬島 星空観察・花火大会
星が見えやすくなる状況で,

夏の星座観察を行い，手持ち花
火をみんなで楽しみながら夏の
風物詩を味わいました。

平島 地域リサイクル回収活動
リサイクル回収やボランティア活

動に参加することで，地域の一員
としての自覚を持たせ，児童生徒
の健全育成を図りました。

悪石島 慰霊碑清掃活動（対馬丸慰霊祭）
慰霊碑の清掃を行い，慰霊碑
が建てられたことの歴史や人々
の思いを理解し，「いのちの尊
さ」や 「平和への願い」につい
て深く考えようとする心を育てま
した。

小宝島 とからいきいき教室
子どもと大人がみんなで一緒

になって，花火を楽しみました。
地域が一体となって児童生徒の
健全な育成を行いました。

宝島 ファミリー劇場
ジャンベの演奏体験や子どもた

ちのスチールパン演奏とジャンベ
演奏のセッションを披露しました。

小宝島小・中学校に赴任し２年目。地域の方々の厚遇
により，毎日を生き生きと生活できている。学校生活では，
中学校籍の先生方と一緒に働けることは大きな経験であ
る。小中連携を通した小中一貫教育は十島ならではだろ
う。
今年度は５年生２名，６年生１名の複式学級を担当して

いる。主体的に学習に取り組む力，問題解決能力を育て
る複式学級のよさを最大限に活かせるように学習指導法
について研修している。行事では，地域の方々とのつなが
りを強く感じた。運動会，文化祭等の様々な行事に関わ
り，盛り上げてくださる地域の方々に感謝である。また，地
域の調理員さんが栄養のバランスを考えて作ってくださる
自校式の給食は毎日の楽しみである。
週に２回の早朝に通船作業のお手伝いをしている。島

と本土をつなぎ，物資を運ぶには船が重要なライフライン
となっている。快適な生活のサポートをしてくださる出張
員，荷役組合，発電所員の方々に感謝である。
週末は，専ら趣味の釣りである。魚の魚種も豊富でサイ

ズも大きい。週末の楽しみである。地域の方々から情報も
いただきながら，釣りを通してコミュニケーションを深めら
れることもよい。また，週１回のバレーボールは体力維持，
健康維持にはとてもよい。ここでも地域の方々とのコミュ
ニケーションを深めるいい機会となっている。これからもい
ろいろな経験を通して，ここ小宝島を楽しみたい。

先生方と各島の学校や暮らしについて，情報交換できる
ことを楽しみにしています。
釣りの話が多いですが 。(笑）


